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（公告文） 

　次のとおり、公募により企画提案を募集し、その内容を審査して最良の提案をした者を

選定し随意契約の相手方の候補者とする手続き（以下「公募型プロポーザル方式」という。）

を実施する。 

　　令和８年４月14日 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北海道知事　鈴木　直道 

 

１　公募型プロポーザル方式に付す事項 

 (1)業務名 

　　令和８年度(2026年度)「伐採状況把握ＡＩモデル構築実証」委託業務 

 (2)業務の目的及び内容 

　　ア　業務の目的 

　　　　道内では、人工林資源が利用期を迎えている中、伐採状況を適切に把握し、森林

 　　　の適正な管理及び持続的な資源利用を確保することが求められている。

　　　　令和７年度には複数地域での違法な開発や無届伐採が発覚し、他法令違反への発

　　　展にもつながることから、森林の伐採状況の早期把握と違法伐採の早期覚知が重要

 　　　な課題となっている。

　　　　しかし、伐採状況の把握については、広大な森林面積を有する本道においては、

　　　現状、届出内容に基づく実際の現場確認などにより実施しているが多くの人手と時

 　　　間を要している。

　　　　このため、広域観測による中解像度の衛星画像等のリモートセンシングデータと

　　　ＡＩ解析技術を活用し、降雪期も含めて数ヶ月の短期間隔で伐採跡地を自動抽出で

　　　きるような実用的なＡＩモデルを構築し、将来的に行政が継続的に活用できる基盤

 　　　を整備する。

 

    イ　業務内容 

        本業務は、衛星画像等のリモートセンシングデータとＡＩ解析技術を活用し、短

　　　期間隔で伐採跡地の自動抽出を可能とするＡＩモデルを構築するための実証を行う

　　　ものである。究段階における最高精度の追求を目的とするものではなく、行政実務

　　　において継続的に利用可能な実用的ＡＩモデルの構築を目的とするものである。こ

　　　のため、単年度の解析結果の取得にとどまらず、将来的に精度向上を図ることを前

 　　　提とした再学習可能なＡＩモデルを構築するものである。

　　　　また、本業務では、道内の気候条件、樹種等の地域差を考慮したモデル構築を行

　　　うとともに、現地確認調査との比較検証を通じて、解析精度の把握及び改善を行う。 

　　　なお、アルゴリズム、モデル構成、学習方法等については受託者の知見を活かした

　　　提案を基本とするが、本業務の目的を踏まえ、将来的な行政運用を想定した実用性

 　　　及び継続性を考慮した構成とする。

　　　　詳細は、企画提案指示書及び仕様書による。 

　　  (ｱ)　伐採状況の把握 
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　　　　  本道の森林内における伐採状況の把握が可能なＡＩモデルの構築を目的とし　

　　　　て、衛星画像等の解析に必要となる学習用データの整備、衛星画像等の解析項目

　　　　の設定、ＡＩモデルの構築、構築したＡＩモデルの精度検証とＡＩモデルの改善

 　　　　などを行うものとする。

 　　 (ｲ)　ＡＩモデルの設計

　　　　　本実証で作成するＡＩモデルは、道や本業務の受託者以外の者によるＡＩモデ

 　　　　ルの再学習など、ＡＩモデルの改良が可能なものとする。

　　　　　完成したＡＩモデルは道に成果として納品し、道が自ら解析が可能となるよう

 　　　　に運用環境や手順を整理するものとする。

     (ｳ)　システム化の構想検討 

　　　　　将来的なシステム化及び全道展開に向け、操作性向上や運用方法等について整

　　　　理を行うほか、システム化に必要な構想や運用環境等を検討すること。 

     (ｴ)　成果品の納品 

          本業務終了後、成果を取りまとめ、成果品として提出すること。 

　　　Ⅰ　解析報告書（Ａ４版縦・紙媒体）　２部 

　　　　ⅰ　実証概要 

　　　　ⅱ　学習用データ及びモデル構築の内容 

　　　　ⅲ　精度検証結果 

　　　　ⅳ　誤判別傾向の分析 

　　　　ⅴ　モデルの適用条件及び限界、動作環境 

　　　　ⅵ　将来的な展開に向けた整理 

　　　　ⅶ　行政実務への活用可能性（システム化構想を含む） 

　　　Ⅱ　ＡＩモデル操作説明書（Ａ４版縦・紙媒体）　２部   

　　　Ⅲ　電子データ（ＳＳＤ等の外部記録媒体保存のうえ納品）　一式 

　　　　ⅰ　解析報告書（Ｗｏｒｄ形式及びＰＤＦ形式） 

　　　　ⅱ　ＡＩモデル操作説明書（Ｗｏｒｄ形式及びＰＤＦ形式） 

　　　　ⅲ　解析結果データ 

　　　　　・解析箇所一覧データ（Ｅｘｃｅｌ形式） 

　　　　　・解析結果(ｔｉｆ形式及びＰＤＦ形式等） 

　　　　　※市町村別に作成 

　　　　　・解析結果変換データ（ＧｅｏＰａｃｋａｇｅ形式又はｓｈｐ形式等）　 

　　　　ⅳ　学習用データ（アノテーション後） 

　　　　　・アノテーション済み学習用データ（形式・座標系等を明記） 

　　　　　・アノテーション基準書（ラベリング定義・品質管理記録等を含む） 

　　　　　・データセット構成説明書（データ数・計画区別内訳等） 

　　　　ⅴ　ＡＩモデル 

　　　　　・学習済みモデルファイル（重みファイルを含む） 

　　　　　・モデルの動作に必要な設定ファイル及び依存ライブラリ一覧 

　　　　　・推論実行手順書（環境構築手順を含む） 

　　　　　・再学習手順書（学習用データの追加方法を含む） 
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　　　　　・動作検証記録 

 

    ウ　契約期間 

　　　　契約締結日の翌日から令和９年(2027年)２月26日（金）まで 

 

　　エ　納入場所 

　　　　北海道水産林務部林務局森林計画課計画推進係 

 

２　公募型プロポーザル方式に参加する者に必要な資格 

 (1)　個人、単独法人、法人以外の団体又は複数法人等（個人、法人、法人以外の団体も

　　含む。）による連合体（以下「コンソーシアム」という。）とする。 

 (2)　個人、単独法人、法人以外の団体又はコンソーシアムの構成員は、次の要件を全て

　　満たしていること。 

　　ア　地方自治法施行令(昭和22年政令第16号)第167条の４第１項各号に掲げる者でな

　　　いこと。　 

    イ　地方自治法施行令第167条の４第２項の規定により競争入札への参加を排除され

　　　ている者でないこと。 

    ウ　道が行う指名競争入札に関する指名を停止されていないこと。 

    エ　暴力団関係事業者等であることにより、道が行う競争入札等への参加を除外され

　　　ていないこと。 

    オ　暴力団関係事業者等でないこと。 

　　カ　次に掲げる税を滞納している者でないこと。 

　　 (ｱ)道税（道が賦課徴収するものに限る。以下同じ。） 

　　 (ｲ)本店が所在する都府県の事業税（道税の納税義務がある場合を除く。） 

　   (ｳ)消費税及び地方消費税 

　　キ　次に掲げる届出の義務を履行していない者でないこと（当該届出の義務がない場

　　　合を除く。） 

     (ｱ)健康保険法（大正11年法律第70号）第48条の規定による届出 

     (ｲ)厚生年金保険法（昭和29年法律第115号）第27条の規定による届出 

     (ｳ)雇用年金法（昭和49年法律第116号）第７条の規定による届出 

    ク　国内に本社又は事業所等（本事業を実施するために設置する場合を含む。）を有

　　　する企業、特定営利活動法人、個人、その他法人又は法人以外の団体等であること。

　　　ただし、宗教活動や政治活動を主たる目的とする法人、暴力団若しくは暴力団員の

　　　統制の下にある団体を除く。 

　　ケ　コンソーシアムの構成員が個人、単独法人、法人以外の団体又は他のコンソーシ

　　　アムの構成員として、このプロポーザルに参加する者ではないこと。 

 

３　参加資格の審査 

 (1)　公募型プロポーザル方式に参加しようとする者は、アからウまでに定めるところに

　　より参加表明書を提出し、２に掲げる資格を有するかどうかの審査を申請しなければ
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　　ならない。 

    ア　提出期限：令和８年(2026年)４月28日(火）午後５時(必着) 

　　イ　提出方法：持参又は郵送（郵送の場合は簡易書留、書留のいずれかによること。） 

                  なお、持参の場合の受付時間は、土曜日、日曜日及び祝日を除く毎日

　　　　　　　　　午前９時から午後５時まで。 

    ウ　提出場所：下記９のとおり 

 (2)　審査を行ったときは、審査結果を通知する。 

 

４　説明書の交付に関する事項 

 (1)　交付期間 

　　　令和８年(2026年)４月15日(水)午前９時から令和８年(2026年)５月18日(月)午後５

　　時まで。 

　　　なお、次の（２）に記載の場所での交付時間は、土曜日、日曜日及び祝日を除く毎

　　日午前９時から午後５時まで。 

 (2)　交付場所及び方法 

　　　下記９の場所で交付する。 

      なお、北海道のホームページにおいてダウンロードすることができる。 

　　　（URL:https://www.pref.hokkaido.lg.jp/sr/srk/index.html） 

 

５　提案書の提出期限、場所及び方法 

 (1)　提出期限：令和８年５月18日(月)午後５時必着 

 (2)　提出場所：下記９のとおり 

 (3)  提出方法：上記３(1)イのとおり 

 

６　提案の無効 

　　公募型プロポーザル方式に参加する者に必要な資格を有しない者の提出した提案は無

　効とする。 

 

７　最良の提案をした者の選定方法　 

　　あらかじめ定めた審査基準及び審査方法により、提出された提案書を評価し、最良の

　提案をした者（以下「特定者」という。）を選定する。 

 

８　契約手続き 

　　特定者を見積徴取の相手方に決定したときは、別途財務関係法令の規定により契約手

　続きを行う。 

 

９　公募型プロポーザル方式に関する事務を担当する組織 

 (1)　名　　称：北海道水産林務部林務局森林計画課計画推進係 

 (2)　所 在 地：郵便番号060-8588 

　　　　　　　　北海道札幌市中央区北３条西６丁目　北海道庁本庁舎11階 
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 (3)　電話番号：電　話　011-204-5497（直通）   

                ＦＡＸ  011-232-1295 

 

10　その他 

 (1)　企画提案書等の作成及び提出に要する費用は、提案者の負担とする。 

 (2)　手続きにおいて使用する言語は日本語、通貨は日本円とする。 

 (3)　企画提案説明会（プロポーザル審査会）を開催し、提案内容を聴取する。 

 (4)　この公募型プロポーザル方式及び契約は手続きの停止等があり得る。 

 (5)　審査結果及び特定者名は、公表する。 

 (6)　詳細は、企画提案説明書による。


